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大阪防衛施設局

　局長　落合義治　様
辺野古の基地建設計画及び、米軍再編に係る要請書

辺野古に基地を絶対つくらせない大阪行動

反戦・福祉議員ネット/とめよう戦争への道！百万人署名運動・関西連絡会/基地のない平和で豊かな沖縄をめざす会/アイヌ・沖縄を考える会/HENOKO～NAHA77（通称那覇行動）/ＡＴＴＡＣ（市民を支援するために金融取引への課税を求めるアソシエーション）関西/関西沖縄民権講座/婦人民主クラブ全国協議会関西ブロック/沖縄に基地を押し付けない市民の会/平和街角興行/戦争に反対し、行動する市民の会/NO BASE HENOKO TOKYO/3月行動をよびかける女たち/くまのみの会/ジュゴン保護キャンペーンセンター（ＳＤＣＣ）/沖縄・辺野古への新基地建設に反対し、普天間基地の撤去を求める京都・緊急行動/ナゴガイセン☆ダイサクセン/結の会/ イラクの子どもを救う会/Act&Unite to Stop the War!/ 沖縄とともに基地撤去をめざす関西連絡会/花は土に咲くキャラバン隊　（賛同計22団体）
本日、私たちは7,607筆の署名を提出いたします。この4度目の提出分を含めて、これまで私たちの手元に届いた署名は、累計で2万820筆を数えます。

この2万820筆の署名は、政府が何度、沖縄に、辺野古に、差別政策を下そうとも、決して弱まることのない基地建設反対の思いを、一貫した人々の強い意志を表したものであることは言うまでもありません。辺野古現地の実質的な阻止行動がなされていない今も、その声は少しも弱まることなく、勢いよく息づいていることを、その重みを、その手でしっかりと受け止めていただきたいのです。

ここに集まってきた署名を見て改めて思うのです。この署名とは、今回の在日米軍再編においても、あなた方が声高々に言ってはばからない「抑止力の維持」や「沖縄の負担軽減」などというものでは決しておさまりきらない、何かとてつもなく恐ろしいことが起ころうとしているのを人々が見抜き、それに対して「反対！」を突きつけている民意の現われなのだと。その民意は、2500メートルの沖合案が、人々の命をかけた粘り強い阻止行動によって断念させられたときに、はっきりと示されたはずです。大阪防衛施設局のみなさん、その事実を忘れたとは言わせません。それなのに、さらに辺野古に基地建設を強行しようというのは、一体何事ですか。日本の国民主権、民主主義はもはや破綻してしまったとしか言いようがありません。あなた方は一体、誰のための政府なのですか？

私たちは、沖縄の基地建設反対の声が何度も何度も踏みつけにされ、国の政策が押しつけられていくこと、そして、現在も多くのイラクの人々が無差別に虐殺されていることにもはや我慢がなりません。この間にもたくさんの悲痛な叫び声が聞こえているのです。私たちは、その叫び声に耳をふさぎ続けるのではなく、その目を見つめるために、自分の顔を上げなければなりません。人は自分にふりかからなければ、その傷みを知れないような鈍感な生き物ではありません。その痛みに、寄せても寄せきれない思いを寄せ、自分の問題として行動していく道をこそ、私たちは主体的に生きたいのです。だからこそ、私たちはここに集められた署名の思いを代表して、改めて、以下のことを強く要求します。

1、 辺野古への新たな基地建設計画の白紙撤回

2、 沖縄・普天間飛行場の即時無条件全面返還

3、 日米安全保障協議委員会（２プラス２）の中でなされた日米の軍事一体化と、基地機能の強化を進める日米両政府の「合意」の撤回

4、 世界的な米軍再編の中止

現在、全国各地でも辺野古の基地建設に反対し、米軍再編の動きを食い止めるための行動が行われています。今日は、私たちと気持ちを共に、大分の「くまのみの会」も福岡防衛施設局に出向き、辺野古の基地建設反対の署名を提出するとともに、米軍再編問題、さらに日出生台演習場における米軍演習の廃止についても申し入れを行っています。

石川県小松市でも、議会が米軍機訓練の受け入れを容認した中にあっても、粘り強く闘い続ける人たちがいます。小松基地の爆音と闘ってきた人たちは、“例えば、騒音を撒き散らさない戦闘機ができたとしても、それが人を殺す道具であることに変わりがない中で、私たちは闘い続けることができるか”と、平和の本質的な意味を問いながら、日々、活動を続けておられます。このように、全国で行動を続けている多くの人たちが、あなた方のやっていることに大きな怒りをもち、人殺しも戦争も基地も戦闘機もいらないと、声をあげているのです。

私たちは、沖縄を差別し、基地を押しつけることを断固として拒否します。イラクの人々、世界の人々の命を奪う戦争に加担すること、そのための米軍再編に断固として反対します。もはや、あなた方に言い逃れられる道は残されていません。この2万820筆の声をしっかりと胸に刻み、即刻、この声を実現するための働きかけを行ってください。

この2万820筆を超え、さらに増え続ける民の声は、必ずや、あなた方の政策を打ち砕き、軍事力で守られる平和ではなく、真に人と人との出会いの中でつむいでいく平和を、その新しい未来を約束することでしょう。

